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3 ディケードの負荷電流センシング回路
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3 デディィケケーードドのの負負荷荷電電流流セセンンシシンンググ回回路路

設設計計目目標標

入入力力 出出力力 電電源源

IiMin IiMax VoMin VoMax Vcc Vee Vref

10μA 10mA 100mV 4.9V 5.0V 0V 0V

設設計計のの説説明明

この単一電源、ローサイドの電流センシング・ソリューションは、10μA～10mAの範囲の負荷電流を正確に検出しま

す。独自の単純なゲイン切り替え回路が実装され、3ディケードの負荷電流範囲を正確に測定できます。

デデザザイインン・・ノノーートト

1. 最小負荷電流において相対誤差を最小化するため、最大のシャント抵抗を使用します。

2. 約0.1%のFSRゲイン誤差を実現するため、R1、R2、R3、R4には公差0.1%の抵抗を選択してください。

3. 帰還抵抗との相互作用を最小化し、ゲインの精度を維持するため、オン抵抗(Ron)の低いスイッチを使用します。

4. INA326のゲイン設定ピンの容量を最小化します。

5. リニア出力スイングは、ゲイン誤差仕様に基づいてスケーリングします。

http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA210.pdf
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3 ディケードの負荷電流センシング回路

設設計計手手順順

1. フルスケールのシャント抵抗を定義します。

2. 出力範囲を設定するゲイン抵抗を選択します。

3. 出力フィルタのコンデンサを選択します。

4. ゲインおよびフィルタリング回路のコンデンサを選択します。

http://www.tij.co.jp
http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA210.pdf
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3 ディケードの負荷電流センシング回路

設設計計シシミミュュレレーーシショョンン

DCシシミミュュレレーーシショョンン結結果果

ACシシミミュュレレーーシショョンン結結果果

http://www.tij.co.jp
http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA210.pdf
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3 ディケードの負荷電流センシング回路

設設計計のの参参照照資資料料

TIの総合的な回路ライブラリについては、「アナログ・エンジニア向け回路クックブック」を参照してください。

回路 SPICE シミュレーション・ファイル SBOC498 を参照してください。

TIPD104 (www.tij.co.jp/tool/jp/tipd104)を参照してください。

設設計計にに使使用用さされれるるオオペペアアンンププ

INA326
Vss 1.8V～5.5V

VinCM レール・ツー・レール

Vout レール・ツー・レール

Vos 0.1mV
Iq 3.4mA
Ib 2nA

UGBW 1kHz
SR フィルタに依存

チチャャネネルル数数 1
www.ti.com/product/ina326

改改訂訂履履歴歴

改改訂訂内内容容 日日付付 変変更更

A 2019 年 1 月 タイトルのサイズを小さくし、タイトルのロールを「アンプ」に変更。
回路クックブックのランディング・ページへのリンクを追加。

http://www.tij.co.jp
http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA210.pdf
http://www.ti.com/analog-circuit/circuit-cookbook.html
http://www.ti.com/lit/zip/sboc498
http://www.tij.co.jp/tool/jp/tipd104
http://www.ti.com/product/ina326
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